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地域医療情報を考慮 したビジュアル遠隔医療ネットワークシステムの構築
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AESTRACT:

ThlSpaperdescribesthestructureofvisualtelemediclnenetworksystemusingtheinformation

networksystem(INS)net64llneforsupportlngthehealthconsultationtotheregionalinhabitants.

AndlnthlSPaper,theauthorsalsodiscusstheeffectiveuselnCOmmOnOfthedatabaseofthebasIC

blOloglCallnformatlOnandthesensoryevent-relatedphysiologycalchanges(SERPCs)ontheproposed

networksystem.

TheproposednetworksystemusingINSnet64llneiscomposedoftwopersonalcomputersof

DOS/Vtypewiththeinterfaceforelectricteleconference,achange-coupleddevice(CCD)camerare-

corder,anautomaticbloodpressuremeter,anelectroclinlCalthermometerandadatacollectlOndevice

forbiomedlCalinfomation.ThesystemenableshlghspeeddatatransferofmedicalImagesandmedical
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(28) ビジュアル遠隔医療ネットワークシステムの構築

teleconference.

AsthebasicblOmedlCalinformatlOndata,thebloodpressure,thebodytemperatureandtheca1-

caneumbonestiffnessweremeasuredwiththeautomatlCbloodpressuremeter,theelectroclinical

thermometerandanultra-soundbonedensltOmeter,respectively.Ontheotherhand,asthedatabase

ofSERPCs,theauthorsusedthedataofanelectrocephalogram(EEC),electromyogram(EMG),abody

temperatureandamicrovlbrationonthepalmandaheartrate

lnconclusion,itwasconfirmedthatthedatabaseofthebasicblOloglCallnformatlOnandthe

SERPCswasabletouseeffctlVelylnCOmmOnOntheproposednetworksystem.

1.まえがき

一昨年,秋田県鷹巣町に福祉介護機器の開発

実証のためのモデルハウスとして,ウェルフェ

アテクノハウス秋田鷹巣が建設された｡これを

機会に,在宅介護システムの確立に向けた在宅

福祉機器の総合的な調査研究活動を実施するた

め,秋田ウェルフェアテクノハウス研究会が設

立 され,筆者らの研究グループは,医療情報

ネットワークワーキンググループに所属して研

究活動を行っている1'｡本ワーキンググループ

の研究目標は,高齢障害者の快適な在宅生活を

支援するため,日常の健康状態や生活状況に関

する画像情報および生体情報のデータを把握 し,

インターネットの活用および地域ビジュアル健

康相談ネットワークを利用した即時性のある対

応や福祉医療サービスを確保するための医療情

報ネットワークの構築を行うことにある｡

本研究では,上記の研究目標を達成するため

の第一歩として,映像データ,音声データおよ

び生体情報のデータを双方向で通信が可能な

ネットワークシステムの構築を行ったので報告

する｡

2.ビジュアル遠隔医療ネットワークシステム

の構成

本章では,筆者らが提案するネットワークシ

ステムの設計方針,構成および稼働状況につい

て述べる｡

1)システムの設計方針

ビジュアル遠隔医療ネットワークシステムを

構築するに当たって,筆者らは次に示す7項目

の基本的な設計方針を立案 した｡

すなわち,

①INSネット64回線2'の利用ができること｡

②電子会議方式が採れること｡

③インターネット,電子メールおよびファイル

転送3'の機能が利用できること｡

④ウェルフェアテクノハウス (以後,WTHと

記す)秋田鷹巣の日常生活空間である一階お

よび二階研究室間の交信 と,WTH秋田鷹巣

と本学部間の交信ができること｡

⑤電子会議では,映像および音声の双方向の送

信および受信のほかに,基本生体情報および

感性生体情報のデータが共有できること｡

⑥セキュリティの確保ができること｡

⑦電子会議用インターフェースを搭載 したパー

ソナルコンピュータ (以後,パソコンと記

す)の稼働,運用および操作が簡単であるこ

と｡

2)本ネットワークシステムの構成

上記 した設計方針に従って構築された本ネッ

トワークシステムの基本構成を図1に示す｡本

ネットワークシステムの基本構成は,INSネッ

ト64回線を介 した2台のDOS/V対応のパソコン

(富士通,DeskPowerS20),CCDカメラ,自

動血圧計,電子体温計およびデータ収集装置か

ら成る｡2台のパソコンはそれぞれ,パーソナ

ル電子会議用のインターフェース (NTT,

フェニックス)がPCIISAバス4)拡張スロット

に挿入されている｡このフェニックスシステム

は,テレビ会議機能のほかに,ファイル転送機

能,ホワイトボード機能,アプリケーション共
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図 1 提案されたネットワークシステムの基本構成

有機能などを有 している｡

CCDカメラは電子会議をする際の会話者の顔

を撮影するものであるが,電子会議中でも被験

者の日常生活状態の映像 も撮影するために,パ

ン ･ティルター 5)付ディジタルビデオカメラレ

コーダ (SONY,DCR-TRV7)が別途用意され

た｡また電子会議中の様子は,TVコンバータ

(Ⅰ･0データ,TVC-600)を介 して接続 されて

いるビデオデッキ (NEC,VCIF330)によっ

て録画される｡録画された再生画像は,パソコ

ンのディスプレイに表示された画像に比べてそ

の鮮明度はやや劣る｡ しか し,TVコンバータ

を介 してビデオデッキに映像を入力する際に約

2倍 に拡大 して録画 した場合には,その再生画

像は原寸の画像に比べて鮮明である｡また電子

会議中の重要な静止画像は, ビデオコピープ

ロツセッサ (三菱電機,SCT-CP2500)によっ

てコピーされるo

写真1に自動血圧計 (HEM-716IT),電子体

温計 (MC-218IT)およびデータ収集装置を示

す｡この装置は,オムロンが家庭用健康管理シ

ステムとして開発 したものである｡自動血圧計

および電子体温計からのデータは,赤外線通信

によって生体情報収集装置に送信 された後,辛

用電話回線を介 してパソコンに送信されるよう

になっている｡

写真2に本システムの立ち上げおよび稼働状

況の様子を示す｡本システムが稼働中でも,同

一INSネット64回線を使って電話 を使用するこ

ともできる｡
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(30) ビジュアル遠隔医療ネットワークシステムの構築

写真 1 家庭用健康相談システムの生体計測関

連装置

写真 3 超音波骨密度測定装置による錘骨

stiffnessの計測状況

3)生体情報

高齢者の健康状態を把握するためには,血圧,

体温,蹟骨stlffness等の基本生体情報や,脳波,

筋電団,心拍,マイクロバイブレーション等の

感性生体情報の把握が必要である｡本研究では,

基本生体情報および感性生体情報のデータ収集

を行うために,下記に示す4種類の装置が用い

られた｡

①前項で述べた家庭用健康管理システムによる

血圧および体温の測定

②超音波骨密度測定装置 (Lunar,A-1000)

30

写真 2 提案されたネットワークシステムの稼

働状況

写真4 簡易脳波計およびハー トレー トモニタ

の電極装着状況

による鍾骨Stlffnessの測定6ノ

③簡易脳波計 (能力開発研究所,MindSensor

Ver.1.0,BralnBullder/MlndSensorⅡ

Ver.3.1)による脳波,筋電団,手掌の温度

および手掌のマイクロバイブレーションの測

定7〕

④ハー トレー トモニタ (Polar,バ ンテ-ジ

NV)による心拍の測定

超音波骨密度測定装置は,海綿骨に富む座骨

部位に低周波超音波を照射 し,その伝導速度

(SOS) と減衰係数 (Bu且)から算出された

Akita University



河村鴻允.志賀令明.大友和夫･佐竹将宏･湯浅孝卦宮越不二子･長谷部真木子･野村誠子･樋口重和相揮里香 (31)

stiffnessによって骨密度を得るものである｡写

真3に超音波骨密度測定装置による鍾骨stiff-

ness計測の様子を示す｡

簡易脳波計では,センサバンドに保持 した一

対の電極を額に装着 し,更にイヤークリップ型

の基準電極を耳采に挟んだ状態で,脳波 と筋電

図が検出される｡手掌の温度と手掌の微細な動

き (マイクロバイブレーション)は,センサイ

ンターフェースによって検出される｡センサイ

ンターフェースの出力ケーブルは,パソコンの

RS-232C用コネクタに接続される｡

ハー トレー トモニタでは,心拍検出用電極を

持つ送信機がベル トで胸部に装着され,心拍信

号が無線通信によって時計型受信機に送信され

るようになっている｡その通信周波数は0.5

MHzである｡時計型受信機の心拍データは, ト

ランスミッタを介 してパソコンに取 り込まれる｡

簡易脳波計およびハー トレー トモニタによる

測定を行う際には,両者の信号検出用電極が写

真4に示すような状態で被験者に装着される｡

これまで述べてきた4種類のシステムおよび

測定装置による基本生体情報および感性生体情

報のデータを取 り扱う個々のソフトウェアは,

いずれもDOS/V対応のものである｡

3,本ネットワークシステムにおける生体情報

のデータの共有についての検討

本章では,筆者らによって提案されたビジュ

アル遠隔医療ネットワークシステムを用いた場

合の基本生体情報および感性生体情報のデータ

の共有の可能性に関する検討結果について述べ

る｡

1)家庭用健康管理システムによる血圧およ

び体温の測定

表 1に家庭用健康管理システムを起動 した際

の被験者のデータ表示形式を示す｡この基本画

面には,ID,氏名,生年月日,性別,住所な

どの基本情報,各家庭から送られてきた血圧,

体温などの前 日のデータ,過去30日間の問診

回答,3種類のグラフおよび看護メモ等が表示

される｡この表示は,フェニックスシステムに

よる電子会議中の画面にも表示することができ

る｡その際にはまず,フェニックスシステムの

ソフトウェアを起動 し,次に家庭用健康管理シ

ステムのソフトウェアの起動という手順を踏む

ことになる｡したがって,電子会議を行ってい

表 1 家庭用健康管理システムのデータ表示形式

･雀率鼻白...､､､､空 繁華 FJT㌣..溝 賢で五 ､､ ‥三軍肇 寿畢二､.i

;;≡‥環灘工≡

≡.芋※

･凍 注所言 予予

/常男∴.≡

･′還 …∴､､ .､喜妻…3永 二≡｢ ㌻ ㌻ 十

三寒巨､….㌔ i～

三離良め測塵 果滋.泣.本法iH-去.JH:三幸串+圭

;㌻藤を;薫蒸 ‥.喜吾 †字 義頑転 貸㌻空 論 酢 謹.‥…､
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(32) ビジュアル遠隔医療ネットワークシステムの構築

る会話者は,家庭用健康管理システムのデータ

を見ながらディスカッションができる｡また,

会話者双方でこれらのデータファイルは共有が

でき,統合型表計算ソフ トウェア (Lotus,

Lotus1-2-3およびMicrosoft,MicrosoftEx-

cel)で処理されたデータでも,双方向で共有

できることを筆者らは確認した｡

2)超音波骨密度測定装置による腫骨stiff-

nesの測定データ

図2に超音波骨密度測定装置によって計測さ

れた分析結果の総合表示画面を示す｡この画面

には,ID,氏名,計測および分析月日,鍾骨

stlffnessと年齢との相関図,被験者の座骨stlff-

nessのデータの位置,被験者の基本情報および

20歳および同年齢を基準 とした場合の被験者

の蹟骨stlffnessの割合などが表示される｡この

画面を表示すために必要な3つのデータベース

ファイルが,db_dataディレク トリ内に格納さ

れている｡それらのファイル名は,PblO.dbf,

ACHILLES.dbfおよびAchreg.dbfである｡こ

れらのデータベースファイルのデータを統合型

表計算ソフトウェアMicrosoftExcelで統計処理

を行うために,筆者らはこれらのデータベース

ファイルをファイル名別に3枚のフロッピー

ディスクにコピーをした｡

表2から表4に,3種類のデータベースファイ

ルをMICrOSOftExcelで読み込んだものを示す｡

これらの表に示された被験者数は10人である｡

各データベースファイルを見ると,PblO.dbf,

およびACHILLES.dbfの場合は被験者一人当た

り1行のデータが表示されている｡これに対 し

て,Ac九_reg.dbfの場合は被験者一人当たり3

行のデータが表示される｡Ach_reg.dbfの中の

INDEX0,INDEX lおよびINDEx 2は,それ

ぞれ超音波の伝導速度,超音波の減衰係数およ

び座骨stlffnessを表している｡

被験者数が2,772人である場合の各データ

ベース フ ァイルの使用容量 は, それぞれ

Pb10.dbfが1MB,ACHILLES.dbfが298KBおよ

びAch_reg.dbfが211KBであった｡これらの

データベースファイルをフェニックスシステム

PATIENTZD: SCAN: 1.5c 09.06.97
NAME:subject ANAIJYS工S:1･5c O5･11･97

Selectedrkel:JIi9rht

Age (years) 55 yelght (Kg)-. 55-0 Ethnlc A Bl a n

sex_ , 7･Eale fle19ht (ctEtト. 172 SyEtehL" 1 1 7 9

97工rFyE55 . 50台 (b/S). 1473 BÛ (dB/NE2). . 1 0 5

YoungAdult2

Heasurement % Z

Stiffness 60 -3.49

AgeMatched3
% Z

75 -1.73

図2 超音波骨密度装置による総合表示画面
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表 2 Pbio.dbfデータベースファイル

Pb10.dbf

FACILIDLASTNAM FIRSTNAMEEHRTHDAT HEIGH WEIGHTSEXETHNlDISEASE1FRACTURE1ーNSURANC lNSrDBASEFNAM COMMENT1ARCHlVED

takarT○Sul ∩ 8/25/15 147 44.00F A 0 0 NATUN FALSE

takanOsu2 t 1′3′16 145 60.00ド A 0 0 HUKUET FALSE

takAn○su3 S 5/25/21 ー35 36_OOド A 0 0 SUETS FALSE

takanoSu4 ∩ 3/8/21 153 80.00F A 0 0 TlENON FALSE

takanOsu5 ち 8/ll/55 156 48.00F A 0 0 TfKAKS FALSE

tJkan○su6 k 9/4/60 ー60 51_00F A 0 0 JUNKO6 FALSE

tBkan○su7 ら 2′28/37 161 55.∝)F A 0 0 YOSHf8 FALSE

tabn○su8 S 4/10/38 155 56.∝)F A 0 0 JUNKO7 FALSE

takanosu9 k lO/16/51 ー61 58_舵 F A 0 0 NOBUK1 FALSE

takan○su10∩ 9/18/42 155 47_α)ド A 0 0 NOBUN FALSE

表 3 ACHILESS.dbfデータベースファイル

ACHILLESdbf

表 4 Ach_reg.データベースファイル

Ach_rog.dbf

BASEFNAMESCANTYPESEONUMANLTYPEINDEXYOUNG MATCHMEASURE
NATUN ∪ 0 A 0 57 ー01 92.91
NATUN ∪ 0 A 1 40 40 1452,52
NATUN ∪ 0 A 2 53 80 48_75
HUKUET U 0 A 0 50 88 87.44
HUKUET ∪ 0 A 1 10 ー0 1398.19
HUKUET ∪ 0 A 2 33 49 30.01
SUETS ∪ 0 A 0 5ー 84 87_96
SUETS ∪ 0 A 1 30 30 ー433.38
SUETS ∪ 0 A 2 44 62 40.ー3
TlENON ∪ 0 A 0 80 ー33 110.00
丁】ENON ∪ 0 A 1 47 47 1465.22
丁】ENON ∪ 0 A 2 70 99 63,67
TIKAKS U 0 A 0 79 93 ー09_52
TIKAKS U 0 A 1 52 52 1474.34
TtKAKS U 0 A 2 72 77 65.88
JUNKO6 U 0 A 0 84 94 ー12_7ー
JUNKO6 U 0 A 1 77 77 1519.3ー
JUNKO6 U 0 A 2 88 92 80.50
YOSHIB ∪ 0 A 0 73 103 105,05
YOSHtO ∪ 0 A 1 50 50 1470,73
YOSHl8 ∪ 0 A 2 68 83 81.90
JUNKO7 ∪ 0 A 0 63 88 97.45
JUNKO7 ∪ 0 A 1 47 47 1464.64
JUNKO7 ∪ 0 A 2 60 73 55.15
NOBUK1 U 0 A 0 74 90 105.34
NOBUK1 ∪ 0 A I 47 47 1464.77
NOBUK1 U 0 A 2 86 72 60.44
NOBUN U 0 A 0 81 107 一日,04
NOBUN ∪ 0 A I 72 72 1509_98
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(34) ビジュアル遠隔医療ネットワークシステムの構築

で共有することには問題はないが,電子メール

機能の添付ファイルとしてデータを送信する場

合には,受信容量を規制 している端末では受信

できないので,送信前に相手側の受信容量を確

認しておく必要がある｡

3)簡易脳波計による感性生体情報のデータ

図3に簡易脳波計による計測結果を示す｡図

に示すように一画面に,脳波の波形,パワース

ペクトラム,筋電団,温度,圧力,三次元図お

よびノイズの7項目が一括表示される｡脳波の

波形では,サンプリングした脳波の波形を1秒

間隔で表示する｡パワースペクトラムでは,周

波数が1Hzから24Hzまでの脳波のパワースペ

クトラムを種類別に色分けした8)棒グラフで表

示する｡筋電図,温度および圧力では,それぞ

れ筋肉の緊張状態,手掌の温度および手掌のマ

イクロバイブレーションを表示するO三次元図

では,時系列で脳波の検出状況が表示され,画

面上では1秒ごとの検出状況を52回分表示する

ようになっている｡また,これらの計測時間は

最高30分である｡

サンプリングした脳波のデータをMicrosoft

Excelで読み込んだデータを示すと表5のように

なる｡同表の各列に示された数値の意味を示す

と,次のとお りである｡左から第1列目に経過

時間,第2列目から第25列目に周波数が1Hzか

ら24Hzまでに相当するパワースペクトル,第

26列目に筋電図,温度および圧力,最終列に

ハムがそれぞれ表示されているO これらのデー

タはテキス ト形式で保存されており,フェニッ

クスシステムでのデータの共有には問題がない｡

4)ハー トレー トモニタによる心拍の測定

データ

図4にハー トレー トモニタによって得 られた

計測結果を示す｡これをハー トレー トモニタ処

理ソフトウェアによって得られたハー トレー ト

リス トが表6である｡同表では,全計測時間が

15分15.8秒内7分49秒までのR-R間隔 (拍動間

図3 簡易脳波計による計測結果
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表 5 脳波データのExcel処理による数値表示

SUBJ1.DAT2XLS

〝15:26:52〝.8 ,2ー ,20 .4 .ー5.16.15,13,12 .9 .3 .70 ,1 ,4 .6 ,8 ,2 .I .3 .5 .5 ,3 ,0 .1 ,1.171

〝15654〝,24,33 .18.43.8 .20,16,8 .6 .8 .5 ,6 .8 ,ll.0 ,2 .8 ,4 ,5 .3 .2 .1 .4 ,3 .10,96.35.29,I .I.562

〝1566~.9 .13 ,3 ,10,14,1ー.8 .6 ,3 .4 .9 .4 ,10 .8 .5 .2 .5 ,3 .4 .5 ,2 ,1 .4 ,3 ,10.69,35.29,1 .1.171

"15658-,30.26 .ー9.26.30,9 .16.10 .5 .ll,8 ,3 ,4 ,9 ,6 .3 .8 .4 .3 ,2 .6 .2 .3 ,3 .1.171

〝ー5 7:ooh.14,31 ,27,24.17,15.13,ll.10 ,2 .6 .8 .6 .4 ,3 ,3 .3 .6 ,2 ,5 ,2 ,4 .2 ,3 .1.17f

〝15 72〝,12.27 ,24,ー8.20.ー7.14,12.10 .3 ,10.日 ,6 ,8 ,7 .3 ,6 ,6 ,ー 0,4,3 ,2 .3 .I ,一一.08,35.29.1 ,1,171

〝15 7:4〝,30,35 .37.4ー.24.17,23,7 .18 .10 ,4 ,9 ,5 ,4 ,6 .9 ,2 .3 .3 .7 ,2 .1 .5 .1 .ll_08.35_29.7 .一.367

~15 706",ー2,25 .26,20,ー7,日 .13.9 .8 ,3 .9 .9 ,7 .8 ,2 .1 .6 ,4 ,2 ,4 ,4 ,1 ,6 ,2 ,1.171

〝ー5 78〝.15,23 .ー2.13.ー4.4 ,8 .7 .3 .6 ,6 .1 ,4 ,3 .3 ,5 ,2 .4 .4 .4 .3 ,ー .2 .2 .ll.03,35.33,ー .1.ー71

~1527o〝.3 ,ー ,2 .6 .8 .8 ,8 .I .4 ,4 .14,6 ,9 ,8 .2 .8 ,3 ,8 ,7 .8 .3 .2 ,1 ,1 .1.17ー

"ー5 72〝.20.13 ,6 .3 .13,2 .8 .1 .日 ,2 ,9 .13 ,10 ,10,9 .3 .4 ,4 ,3 .2 .1 ,1 ,2 .3 .1,ー71

~15274〝,14.23 .16.21.ー4,ー5,ー0.9 ,6 .3 .8 ,5 .ー4 .3 ,5 ,4 .8 .1 ,5 .3 ,5 .4 ,4 ,1.10,88.35.33,1 ,.8545

〝15 76〝.29.15 ,26.32.16.一一.13,ー5,6 ,10 ,6 ,日 ,6 ,6 .4 .1 ,4 .1 .8 .9 ,4 ,4 ,3 ,1 .日.3.35.33.1 .1.269

〝15278〝,10.2ー ,29,19,23.17.12.9 ,9 .8 ,5 .7 ,2 .8 ,10,9 .3 ,I .1 ,7 .3 .1 ,3 .1,10.69,35.33,ー .1.171

ー15 720〝,ー9,3 .19.28.13.2 .20,28.13 .13 .8 ,8 ,4 .6 ,3 .3 ,5 ,4 .3 .3 .1 .I .3 .2 .I.171

〝ー52722〝.12.25 ,15.4 ,17.39.26,27.10 ,6 ,6 ,2 .6 .1 .12.8 ,8 ,7 ,7 ,8 .7 .5 ,3 ,4 .ll.23.35.36.1 ｣.098

-152724〝.22.45 .24,6 .ー9.12.13.8 .5 .3 .7 .6 .2 .3 ,9 ,4 .2 .1 ,6 ,4 ,2 ,0 .I .ー .2_417

~152726〝.8 ,14 .17.17.19.15,ー7,ー0,ll.5 ,7 ,2 .3 .5 ,3 ,2 ,3 .4 .5 .2 .2 ,4 .2 .1 .I.17ー

〝ー52728〝.9 .27 .40.29.8 ,7 .20.5 ,4 .12 .4 ,3 .5 ,9 .3 ,2 .7 ,4 ,1 .1 ,2 .4 ,ー ,4 ,1.171

〝152730~,日 .16 .24.ー7,ー4,18.8 .15.9 .9 .6 .9 ,2 ,6 .2 .3 .4 .4 ,5 .2 ,ー .4 ,4 .2 ,1,ー71

〝152732~,30,34 .45.18.15.14,日 ,7 .9 .ー0 .8 ,9 ,ー ,5 .10,4 .1 .3 .7 ,6 ,2 ,1 .I .2 ,一.269

〝1234〝,9 ,30 .26,1ー.17,14.ll.2 ,7 .3 ,2 .8 .6 ,9 ,ー2,6 .2 .3 .3 .3 .0 .1 .3 .2 .51.93,35.37.ー ,一.733

〝ー52736̀■.10.23 ,32.39.33.ー4.9 .2 .3 ,9 .7 ,ー2 ,7 .5 .1 .2 .5 .5 .3 .4 ,0 ,1 .2 ,2 ,33,69,35.37,1.005 ∴293

〝12738〝.9 ,5 .12.1 ,9 .ー3,ー2,8 .4 ,6 ,13.7 ,17,13,4 .2 .7 ,5 ,2 ,3 ,6 ,1 ,I ,4 .1.245

〝12740〝,48.39 ,23,16.16.7 .I .4 ,4 .7 ,3 ,6 ,8 ,6 ,1 .13 ,1 .1 .I ) .5 ,3 ,3 .3 .17.ll,35.4.1.015 ,3.296

~12742〝,2 .5 ,5 ,5 ,2 .4 ,4 .1 .4 .5 ,3 ,5 .9 .7 .2 .4 ,I ,5 ,1 .2 ,1 .3 ,1 .2 .15,89.35_41.1.012 ,L342

~12744~,8 ,2ー .19.22.17.20.ー2,18 .6 .5 ,4 .7 .9 .3 ,5 ,4 .4 .5 ,2 .1 .2 ,4 ,I .I.15.2一,35.4日.005 .1,171

〝12746~.9 .31 ,20,24,18,13.31.ー9,3 .14 ,ー0,6 ,4 .日 .4 ,5 ,5 .2 .1 .2 .5 .1 .1 .3 ,15.28,35,41.1.003 .I_3ー8

〝ー2748",19.2ー ,ー0,ー8.16.ー3.18.15 .8 ,ll.日 ,2 ,1 .4 .3 ,2 .6 ,4 .5 .6 ,3 .1 ,ー ,2 ,1,17ー

〝12 50~.26,28 .16,10,10.ー2.ー9.ー9,9 .13 .12.12 .4 ,7 ,4 .7 ,3 .1 ,4 ,ー .5 ,2 ,I ,5 .1_464

~ー252〝.6 .55 ,19,42,18.2ー,17.ー7.9 ,14 .8 ,ー0 .9 ,2 ,2 .5 ,3 ,3 .4 ,8 ,3 .1 .3 .2 .7.44

〝ー2754〝.9 .14 ,27,21,22,16,15.16.5 ,6 .9 ,日 .3 .6 .5 .4 .2 ,7 ,5 .8 ,4 .3 .6 ,1.16.04,35.41.1 ,1,17ー

〝1256〝.2ー.3ー .20,27,ー6,ー3,3 ,7 ,8 .15 ,4 .3 ,2 .8 .6 ,2 ,5 ,5 ,5 ,2 .4 ,1 ,4 .6 ,一,22

〝1258〝,23.5 ,13,ー9.ー9.ー3,3 .8 ,13 .8 ,ー2.12 .6 ,ー2,8 ,3 .3 .6 ,3 ,8 .1 ,2 .6 ,I .1_171

〝12:oo〝.26.28 .2ー.20,1 ,10,ー4,8 ,ー2 ,7 ,6 ,14 .9 ,6 ,2 .4 ,ー .3 .2 ,8 .6 .3 .6 ,2 .1.171

隔)の数値が,およそ10秒間に10個の割合で

表示されている｡これらの数値の単位はmsで

あるCこのデータをMicrosoftExcelによる数値

表示を行うと,縦列に連続表示されてしまう｡

したがって,今のところハー トレー トモニタに

よって得られたデータをMICrOSOftExcelで統計

処理を行う場合には,MicrosoftExcelのワーク

シー ト形式に手直しする必要があるC

これまで述べてきた4種類のシステムおよび

測定装置による基本生体情報および感性生体情

報のデータを取 り扱う個々のソフトウェアは,

いずれもDOS/V対応のものであることは前章

で述べた｡筆者らは,近い将来1台のパソコン

で今回実施 した4種類全てのデータを取 り扱う

ことのできるシステムの開発を行いたいと考え

ている｡

4.あとがき

本論文では,電子会議方式を取 り入れたビ

ジュアル遠隔医療ネットワークシステムの構築

と,構築されたネットワークシステムでの基本

生体情報および感性生体情報に関するデータの

共有について述べてきた｡

得られた結果を要約すると,次のとおりであ

る｡

1)提案されたビジュアル遠隔医療ネットワー

クシステムは,基本構成として電子会議用イ

ンターフェースを搭載 したDOS/V対応パソ
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(36)
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図4 ハートレー トモニタによる計測結果

コン,CCDカメラ,自動血圧計,電子体温計

およびデータ収集装置で構成されている｡

2)2台のDOS/V対応パソコンは,INSネット

64回線に接続され,電子会議方式を取 り入

れた高速通信が可能であると共に,電子会議

中でも電話の使用が可能である｡

3)本ネットワークシステムの拡張装置として,

被験者の日常生活状態の映像を撮影するため

のパン･ティルター付ディジタルカメラレ

コーダ,映像 ･音声の保存のためのTVコン

バータおよびビデオデッキ,静止画像の保存

のためのビデオコピープロツセッサが整備さ

れた｡

4)本ネットワークシステムでは,家庭用健康

管理システムによる血圧および体温の基本生

体情報のデータが双方向で共有ができる｡

5)超音波骨密度測定装置によって得られた蹟

骨stlffnessに関連する基本生体情報,簡易脳

波計によって得られた感性生体情報のデータ

は,本ネットワークシステムでも共有するこ

とができ,統合型表計算ソフトウェアMICrO-

softExcelによる統計処理ができる｡

6)ハー トレートモニタによる心拍の測定デー

タは,そのままの形式ではMICrOSOftExcelに

よる統計処理はできない｡

今後の課題として筆者らは,1台のパソコン

で基本生体情報および感性生体情報を処理でき

るシステムの検討,各種の生体情報から見た介

護福祉機器の評価の検討,ネットワークシステ

ムの操作性の向上とセキュリティ保持に関する
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表 6 ハートレートモニタ処理ソフトウェアに

よる数値表示

ハードウェアおよびソフトウェア両面からの検

討等が必要であると考えている｡

終わりに臨み,本研究は通商産業省工業技術

院の医療福祉機器技術研究開発費,新エネル

ギー ･産業技術総合開発機構 (NEDO)の総合

調査研究費の助成で行われたものであり,関係

各位に深謝する｡
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